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石井好子メモリアル音楽祭
ポピュラー音楽の祭典2015

と　き／	３月14日㈯　17時～
	 ※開場▶16時30分
料　金／	前売券 6,000 円　当日券 7,000 円
出　演／	美川憲一、伊東ゆかり、中尾ミエ、研ナ

オコ、安奈淳、平みち、髙田利江
※未就学児の入場不可

すそのカルチャークラブ

裾野の達人を探そう！～市内の史跡・景観地をめぐる～
と　き／	３月15日㈰　10時～15時
	 ※雨天の場合、３月22日㈰に延期
参加費／	200 円（昼食代は別途）
手作り味噌教室
と　き／	３月24日㈫　９時～15時
参加費／	1,000 円（材料費別途）

美川憲一 伊東ゆかり 中尾ミエ 研ナオコ 安奈淳

好評発売中!!
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伝統を生かし、創造性をつちかい、文化のまちをつくります

徒歩による世界一周を達成した渡邉浩さんが、
このほど自らの体験をもとに執筆した著書「風と
歩いた世界一周 25,000 キロ　軌跡をたどる完結
編」を発行しました。渡邉さんは、定年の 3年前
に勤めていた金融機関を退職。日本列島を縦断し
た後、17 年間にシルクロード、ユーラシア大陸、
ヨーロッパ大陸、北アメリカ大陸、オーストラリ
ア大陸を横断しました。

風と歩いた世界一周完結編を発行

渡邉　浩 さん（佐野本宿・79歳）

渡邉さんはこれまでに本を3冊発行していて、4
冊目となる完結編では、ヨーロッパとオーストラリ
アでの実体験が軽妙な文章でつづられています。
旅では、“一語一笑（いちごいちえ）”をモットー

に、現地の方々との交流を大切にしたそうです。
「パキスタンの無法地帯やオーストラリアの大平原
を歩いたときは、緊張の連続でした」と昨日のこ
とのように思い出します。「人と接するときは、極
力、先入観や偏見を持たないようにしていました。
旅を終えた今、物事には必ず裏と表があるという
こと。どこの国にも良い人と、そうでない人がい
るということ。そして日本が一番自由な国である
ことを知りました」と、17年間の道のりを振り返
ります。
ノーベル平和賞を受賞したマララさんの出身地
を歩いたことが縁で、今回の本の売り上げの 10％
をパキスタンのマララ基金に寄付するそうです。
「若い人たちに読んでもらいたいです。様々な形
で体験を伝えていければ」と語る渡邉さん。市に
寄贈した 6冊の本は、図書館で貸し出すほか、各
支所の図書室でもご覧になれます。購入を希望す
る方は渡邉さんへご連絡ください。1冊 1,500 円。
問合せ／渡邉さん　TEL・FAX992-3901

江戸時代の税　その2

２月１日号では江戸時代の税のうち、年貢（御
お

物
もの

成
なり

）を中心にその内容や仕組みについて述べました。
今回は小

こ

物
もの

成
なり

と運
うんじょう

上について紹介します。小物成
は年貢以外の税で、運上は主に
商・工・漁・鉱・運送業などに
従事する者にかけられました。
貞享３年（1668）の「駿州
駿河郡御厨領深山村御指出帳」
によると、薪・莚

むしろ

・縄・糠
ぬか

藁
わら

な
どの小物成を金銭で納めてい
たことが記録されています。須
山村は山林が多く、木材業や炭
焼き業が盛んだったようで、これ
らに関係した運上金の領収書が多
く残されていました。炭焼きを例
にすると、雑木の払い下げ・炭

すみ

竈
がま

・焼き出した炭などそれぞれに
運上金が必要で、現在と同様、当
時の人々もいろいろな税で大変
だったようです。

雑木御払い代
（須山区有文書）

覚「炭焼運上金」
（須山区有文書）
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